
　旧西小学校の跡地活用事業は、最初に地元地区でのアンケート調査が行われまし

た。次に、庁内検討会議で活用案（行政案）がまとめられ、先のアンケート調査の

結果とともに、新たに設置される跡地活用検討委員会の参考資料となり、それらを

もとに検討される予定になっています。

　しかし、これでは庁内（行政）の活用案があくまでベースとなる検討であって、

「どうするかは既に決まっていて、市民の声を聴くのも形だけ」といった行政への

不信感を払拭することはできません。そこで、６月議会では新しい事業の進め方と

して、跡地活用案を広く公募することを提案しました。市民の皆様の中にも、かな

り具体的な活用案を持っている方がいらっしゃるようです。今までなら議員や行政

職員を動かして、自分の提案を行政案に盛り込むのが常だったかもしれません。し

かし、そうしたやり方は、活用案ができるまでのプロセスが不透明で、その後の検

討委員会も、形式的なものになってしまう可能性があります。そこで、意見を公募

して、行政の活用案もひとつの案として、公募で集まった案とともに検討すること

を提案しました。その際、どのような案が集まったかを市民に情報公開し、さらに

検討過程を明らかにすることも大切です。

　これは行政サイドからすれば、かなり面倒なことです。しかし、市民との協働、

情報公開といった時代の流れを考えるなら、今こそ新しい事業プロセスを始めるべ

きと考えます。旧西小学校の跡地活用事業は、行政主導から市民との協働によるま

ちづくりへと転換させる絶好の機会と考えます。
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　　　　再生紙使用

織原　義明（おりはら　よしあき）　略歴

　1965年　足利市生まれ/西小学校、第一中学校、足利高等学校を経て

　1989年　山形大学理学部地球科学科卒業

　1990年　一般企業に入社　塾講師、制作、企画営業を経験　

　1996年　科技庁（現文科省）主導による地震予知研究プロジェクトに参加

　　　　　理化学研究所研究員

　2003年　足利市議会議員に初当選

　2007年　足利市議会議員に二期目の当選、建設防災常任委員会副委員長



＜質問内容＞

　広域医療連携の必要性について、昨年１２月議会で提案したところ、否定的な答

弁をいただいた。しかし、たった半年で両毛広域医療連携調査研究会が発足したわ

けだが、どのような変化があったのか。

＜市側答弁＞

　医療圏や県境などのさまざまな問題があるものの、4/16,17の両毛市長会におい

て他市から提案があり、六市合意のもと研究会の発足に至った。

＜質問内容＞

　足利日赤のようにサラ地でなく、建物も含めての売却を、他の日赤で行った事例

はあるのか。建物も含めての売却は難しいのではないか。

＜市側答弁＞

　他は皆サラ地での売却のようである。建物も含めての売却は、サラ地に比べて難

しい面もあるかもしれないが、足利日赤では売却先を探している段階である。

６月定例会一般質問より

◆ 広域医療と足利赤十字病院の移転問題について

＜質問内容＞

　再度アンケートを行うべきとの意見に対しては、どのように考えているのか。ま

た、アンケートという方法以外で地元住民から意見を聞く考えはあるのか。

＜市側答弁＞

　再度アンケートを行うかどうか、また、別の方法で地元住民から意見を聞くかに

ついては、地元自治会とも話し合って決めたいと思う。

＜質問内容＞

　国の補助金を利用した施設の転用や処分については、規制緩和の方向にあるが、

旧西小施設も転用や処分の可能性があるのか。

＜市側答弁＞

　跡地利用についてはこれから話し合う段階であり、その点については可能性につ

いても言及できる段階ではない。

＜質問内容＞

　暫定利用における現在の利用状況や、地域の避難場所に指定されている事実も無

視できないと思うが、これらのことはどの程度考慮するのか。

＜市側答弁＞

　検討委員会の検討材料（資料）のひとつとして考えたい。

◆ 旧西小学校跡地活用について



　６月４日市民会館にて「新足利赤十字病院の基本設計の概要について」をテーマ

に、市民の皆様との直接対話の場としてのオープンミーティングを開催しました。

競馬場跡地活用調査特別委員会の資料（下図）をもとにその概要を説明し、その後

質疑応答が行われました。全室個室については、差額ベット料に関する報道の問題

や、個室でない部屋の増設を望む意見が出されました。また、優秀な医師の確保が

重要であることは皆の共通する意見でした。

★ 第５回オープンミーティング ★

　建設にあたっては、世界的な鉄などの建設資材高騰により、計画変更の可能性も

考えられます。
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○検診棟１階には、足利市休日夜間救急診療所(仮称)を設置

○ホスピタルモールは、３階吹き抜けでコンビニなどを設置

○講堂は、地域住民とのイベント等を開催できる広さを確保

○病棟１階には、看護師や医師のための託児所を設置

○中央診療棟１階には、救命救急センターを設置

○病棟７階は、小児科と産科病棟を設置し、総合周産期フロア

　として、ＮＩＣＵ(新生児集中治療室)やＧＣＵ(継続保育室)、

　ＬＤＲ(陣痛・分娩・回復室)等を整備



4月2日     足利工業大学入学式

4月5日     草雲美術館「夜桜を楽しむ会」

4月9日     第一中学校入学式

4月10日   けやき小学校入学式

4月17日   ＩＰＣＣ-ＩＲ３Ｓサイエンスシンポジウム（東京）

4月19日   「戸田市が進めるクリーン推進運動の協働事業」

4月21日   広報委員会、ごみ問題に関する検討会、議会改革推進協議会理事会、建設防災常任協議会

4月22日   バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）車のセレモニー

5月8,9日  旧西小学校跡地活用アンケート調査結果報告会

5月10日   足利市条例表彰式、足利学校「百人一首かるた入門」

5月17日   足利市国際交流協会定期総会

5月20日   全員協議会、議会改革推進協議会、後期高齢者医療制度に関する勉強会

5月26日   議会運営委員会

5月27,28日　「温暖化問題の真相」（千葉市）

6月2日     市議会６月定例会本会議

6月4日     第５回 オープンミーティング（市民会館）

6月11,12日   市議会６月定例会本会議

6月13日   市議会６月定例会本会議にて一般質問

6月14日   叙勲・褒章 受賞祝賀式（市民会館）

6月16日   建設防災常任委員会、建設防災常任協議会

6月21日   国立環境研究所 公開シンポジウム2008

6月23日   議会運営委員会、市議会６月定例会本会議

6月30日   第23回 両毛六市若手議員懇談会定期総会（太田市）

織原義明のおもな活動（2008年4～6月）

※ホームページでは、毎週の活動報告等を随時更新しています。

http://www.watarase.ne.jp/orihara/

　足利市では市議会議員の調査研究に資するため、必要な経費の一部として議員個人に対し、年

間１００万円の政務調査費を交付しています（今年度から８４万円）。その収支報告書は、情報

開示により閲覧が可能です。以下に平成19年度 (5月～翌3月) の収支を報告します。

　　　収入 ¥916,000 －支出 ￥910,117 = 残額 ￥5,883　　　※）￥5,883 を市に返却

　＜支出内訳＞

　　　研究研修費：￥112,450　　　調 査 旅 費：￥  82,601　　　資料作成費：￥       150

　　　資料購入費：￥114,550　　　広報広聴費：￥434,718　　　人　件　費：¥           0

　　　事　務　費：￥165,648

★ 平成19年度 政務調査費収支報告 ★

この市政レポートは政務調査費により作成されています。
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